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トップクォーク対間の方位角分布である。いずれも量子色力学（QCD）で期待される分布と一致する結果が得られた。   
ボトムクォークジェッIを1つ以上要求した候補事象を用いて，ボトムジェット以外の2ジェット系不変質量分布を観  
測した（図3）。このことからトップクォーク対生成事象の中にⅣ→9Fの信号が2ジェットとして存在していること   










0 18 ヰ0 以） き0100l卸l★100 ＝n：紺I  
n声■■”（鵬Vkう  
nof仕出ー師）  
図1：再構成されたトップクォーク 図2：再構成されたトップクォーク 図3‥再構成されたトップクォーク  
対の境遇動量分布。  対の方位角分布。  対事象中の2ジェット系不変質量  
分布。  
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検出器を用いて収集したデータからジェット生成事象や重いクォーク生成事象を解析し，その生成メカニズムを解明   
してレ、る。  





図7：観測された二光子系の構達磨量分布。  図6：測定された二光子生成断面積。  
【2】検出器の研究開発  
1999年より始まるCDF実験（RUNII）で払 加速器の増強によりビーム輝度が10倍忙，また粒子の衝突間隔も  
130－400ns程度忙短くなる。これ忙伴い検出器に対しより高い耐放射線佐，より速い応答性が要求され，検出器各   
部の増強が行なわれている。筑波大グループは端冠部タイル／ファイパー型電磁力ロリメータ，同プリシャワーカウ   
ンター，及びシリコン飛跡検出器（ISL）の開発・製作を担当している。端冠都電磁力ロリメータ及びプリシャワーカ   
ウンターの製作1品質検査は1996年6月までに終了した。フェルミ研究所では1996年12月よりe／打ビームを用いた   
カロリメータ及びプリシャワーカウンターの最終テストを行っている。またプリシャワーカウンターの信号読み出し   
に用いられる多チャンネル光電子増倍管の性能評価を行った。ヒッグス粒子の探索が主眼である次世代の高エネル   
ギー衝突型加速器実験で用いられるカロリメータとして，GSO／PWOシソチレークおよぴシソテレーティングタイ   
ル／ファイバー型カロリメークの開発を行った。  
（1）タイル／ファイ／ヾ一型電磁力ロリメータ及びプリシャワーカウンターの製作   
タイル／ファイバー塑電磁力ロリメータは，シソチレーク坂（タイル）に信号読み出し用波長変換ファイパーをはめ   
込んだサンプリング部と鉛板を交互に23層重ねた構造をしている。衝突点佐近い第一層目は，特に光子の同定能力を   
向上させるため忙プリシャワーカウンターとして用いられ，他のサンプリング層とは独立な信一号読み出し経路を持っ   
ている。検出休であるタイル／ファイバー部はビーム軸に垂直な両で150ずつに分割されており，これをひとつのユ   
ニットとしている。ひとつのユニッtは20枚のタイル／ファイパー系から成る。全てのユニット（1144枚）につい   
て宇宙線（〝粒子）に対する応答を測定した。得られた応答分布とシャワーモンテカルロを用いて，製作したカロリ   
メータ及びプリシャワーカウンターの性能を評価した。図8は100GeVのエネルギーを待った電子忙対して期待され   
るカロリメータの応答分布である。期待されるエネルギー分解能は1．63％となり，要求値1．89％を満たしていること   
がわかった。また図9はフェルミ研究所忙おけるビームテストで得られたエネルギー分解怪力ーブ（破線：測定値，実   
線・要求値）でありこれまでのところ，所定の性能が得られている。ビームテストは1997年秋頃まで継続される予定   
である。   
（2）プリシャワーカウンター用多チャンネル光電子増倍管の性能評価   
ブリシャワーカウンターからの信号はタイル／ファイバー系ビと個別忙多チャンネル光電子増倍管を用いて読み出さ   
れる。量子効率，アノード電流の変動忙対するゲインの安定性，チャンネル間のクロストーク等の測定結果から，   
我々はメタルチャンネル型ダイノードを持ち等比電圧供給型の構造を待った光電子増倍管（浜松R5900＋リニアベー   
ス）を採用した。また22本の試験用光電子増倍管を用いて性能評価を行った。図10は光電子増倍管の量子効率の分   
布である。全ての光電子増倍管は量子効率に対する我々の要求値5％を満たした。  
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図8：100GeV電子に対して予想されるカ  図9：ビームテストで得られたエネルギー分  
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図10＝ テスト用PMTのゲインのばらつ  図11＝ 放射線照射前後のGSOの光量分  
き。  布。  
（3）シリコン飛跡検出器の開発   
シリコンセンサーのテスト用サンプルを使い，基挺特性（電圧一電流カーブ，電圧一客量カーブ等）を調べた。ま  
た90srからのβ繰に対するセンサーの応答を測定した。   





（～50MeV相当）増加している。一方ゲインの変化は性とんど見られない。今後継続して発光機構および実用上の   
問迭忙ついて研究していく。  












トしたものが図12である。鉛板の厚さを 8mm－  
10mm程度にしたとき，応答比が1程度となり最も  
適していることがわかる。   
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囲12：鉛の厚さに対するeノ汀比。  
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